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会員・支援メンバーの方には、会報（年３回）、古着の回収の

お知らせ（年３回）、サポーターグッズ ( 年１回）をお送りします。

正会員の方には総会議案書（年１回）もお届けします。

　

●会費振込み口座（郵便振替）

　番号：00160-7-444198　　　口座名：JFSA

　　　＊活動への寄付にも同じ口座がご利用できます。

　　　　通信欄に「寄付」とお書き添え下さい

 2022 年度（2022 年 10 月～ 2023 年 9 月）の正会員・支援メンバーを募集しています

NPO 法人 JFSA の会員は次の２種類です。

　１．会員（正会員）   この法人の目的に賛同して入会した個人または団体

　２．支援メンバー　  この法人の目的に賛同し、賛助の意志を持つ個人または団体　

　
　【 2021 年度　正会員　個人： 名・団体      支援メンバー　個人：名・団体 】

●年会費（10 月～翌年 9 月末）

　 個人：会員 5,000 円　　/ 支援メンバー 2,000 円

　 団体：会員 50,000 円　/  支援メンバー 10,000 円

アル ・ カイールアカデミー近況報告　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヌール ・ ハッサンさん一家へのインタビュー　　　　　　　　

kar-khana （カルハナ） 事業紹介　「整理する」　 　

パキスタンへのコンテナ送り出し ・ 到着報告　　　　　　　　　　　　 

フォトギャラリー 「量る ・ 測る」　　　   　　　　　　　　　　　    

東葛センター便り 「担当者としての十年と一年」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

千葉センター便り 「しっかりとした土台」　　　　　　　　　　　　

JFSA に届けられた荷物     　　　　　　　　　　　　　　　　　

2 ～ 3p

4 ～ 5p

6ｐ

7p

8 ～ 9ｐ

10ｐ　

11p　　　　　　　　

12p

荷物が

届きました～♪

ブシュラさん

◆ＪＦＳＡの会報のバックナンバーをご覧いただけます◆　

　ホームページのトップページ中央「ＪＦＳＡのニュースレター（会報）」

　よりお進みください。 ご希望の方には郵送もできます。

◆◇JFSA ホームページ

　　　Facebook ページもごらんください◇◆

ＪＦＳＡでの古着リユース

NPO 法人日本ファイバーリサイクル連帯協議会

　〒260-0001　千葉市中央区都町 3-14-10

　Tel・Fax：043-234-1206（木曜定休）

　E-mail：jfsa@f3.dion.ne.jp

会報 59 号　2022 年 9 月

衣のＮＧＯ

　 JFSA HP 　JFSA facebook

ていねいに使えば長い間使うことが

できるもの、暮らしの中にたくさん

あります。

今あるものを大事に使い、自分で使

えないときは他の人の手に渡して

使ってもらう、

それを皆さんの参加する事業として

行ない、スラムの子どもたちが学ぶ

機会につなげます。

■アル・カイールアカデミーから

　　　　　　　　　　医師を目指す

ブシュラさん（左写真）の家族は、ア

ル・カイールアカデミー本校のすぐ後

ろに隣接するスラム地域に住んでいま

す。彼女は両親と８人の姉妹、１人の

兄弟と共に３つの部屋とキッチンのあ

る、小さな家に暮らしています。父親

の生業は鳥の販売で家の近くに店があ

ります。彼女は絵を描くことや縫い物

が得意で、そして学業に秀でていま

す。彼女の夢は医者になることです。

母親はいつも彼女が勉強をするために

できる限り快適な環境を作ろうと努め

てきましたが、家が狭いため、ブッ

シュラさんはかなり苦労をしなければ

なりませんでした。彼女は勉強するた

めに家族の集まりに参加せず、家の手

伝いをやめ、時には蝋燭で勉強するこ

ともありました。それにもかかわら

ず、彼女は将来を見据えて前向きな姿

勢で努力を続け、医師を志し大学へ進

学しました。彼女は夢に向けて新たな

旅を始めようとしています。そして彼

女の夢が実現すれば、アル・カイール

アカデミーから初めての医師が誕生す

ることになります。

※アル・カイールアカデミーでは、カレッジ

　から大学に進学する際、家庭の事情のある

　生徒に対しては給付型の奨学金で支援して

　います。

NPO法人 日本ファイバーリサイクル連帯協議会

　　　　千葉市中央区都町3-14-10
　　　　TEL/FAX　043-234-1206
　　　　E-mail　jfsa@f3.dion.ne.jp
　　　　URL https://jfsa.jpn.org

◆◇会報についての感想やご意見を

                お気軽にお寄せください◇◆

   ＪＦＳＡまでメール ・ お手紙でお送りください

 　  j f s a @ f 3 . d i o n . n e . j p こちらの QR コードを読み取っていただくと、　　

　　メール作成画面になります。

【写真】

　身の回り品を担いで村から非難する人々。村人は周辺の水位の上昇で、村に閉じ込められる

　のではないかと心配し、家族や家畜とともに少しでも安全な場所へ移動しようとしている。

　撮影当時約1.5ｍだった水位は、一週間後に再び訪問すると3ｍにまで上昇していた。

　 

【日本からの古着輸出量（単位：トン）】

　　　　　カラチの街中
露店で古着を売っているお兄さんたち

　　ー 本文２～４ページ
　 　　アル・カイールアカデミー近況報告①　～洪水被災地支援活動～　関連写真

＊場所：パキスタンの大洪水で被災したシンド州内陸部の農村地域モロ



　

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
８
月
下
旬
に
起
き
た
大
洪

水
に
よ
り
、
国
土
の
３
分
の
１
が
冠
水
し
、
犠

牲
者
は
約
１
４
０
０
名
、
推
定
で
は
３
３
０
０

万
人
の
人
々
が
被
災
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
大
洪
水
に
対
し
て
、
ア
ル
・
カ

イ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
は
現
地
で
寄
付
金
を
募

り
、
被
災
地
支
援
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
被
災

地
の
状
況
や
支
援
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
ム
ザ

ヒ
ル
校
長
に
聞
き
ま
し
た
。

　
　

(

依
知
川)

：
６
月
頃
か
ら
始
ま
っ
た
モ
ン

ス
ー
ン(

雨
季)

で
は
、
カ
ラ
チ
市
内
の
主
要
な

箇
所
で
も
冠
水
し
て
い
る
様
子
が
ニ
ュ
ー
ス
で

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
９
月
に
入
り
、
大
洪

水
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
会
員
の
方
か
ら
は
「
ア

ル
・
カ
イ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
の
子
ど
も
た
ち
は

無
事
で
す
か
？
」
と
い
う
心
配
の
連
絡
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

(

ム
ザ
ヒ
ル
校
長)

：
今
年
も
大
雨
で
、
カ

ラ
チ
市
内
の
特
に
ス
ラ
ム
地
域
は
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
冠
水
に
よ
り
交
通
機
関
が
麻
痺
し
、

教
師
は
歩
い
て
学
校
に
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
生
活
に
影
響
を
受
け
た
生
徒
や
ス

タ
ッ
フ
の
家
族
に
は
食
料
の
支
援
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
現
在
で
は
水
は
引
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
害
と
は
別
に
、
ル
ピ
ー
安
や
燃
料

費
の
高
騰
が
重
な
り
、
食
料
も
含
め
物
価
が
非

常
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
す
。

　
　

今
回
は
２
０
１
０
年
の
大
洪
水
と
ど
の
よ

う
に
違
う
の
で
す
か
？

 
 
 

今
年
は
北
方
か
ら
の
雪
解
け
水
に
加
え
、

モ
ン
ス
ー
ン
の
時
期
に
各
地
の
降
雨
量
が
記
録

的
に
多
く
、
そ
れ
ら
が
合
わ
さ
り
川
を
氾
濫
さ

せ
、
よ
り
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

で
す
。

（
ネ
ッ
ト
の
気
象
情
報
で
は
、
シ
ン
ド
州
の
モ
ヘ
ン
ジ
ョ

ダ
ロ
の
例
年
８
月
の
月
間
雨
量
が
35
ミ
リ
、
年
間
で
も
１

０
０
ミ
リ
な
の
に
対
し
て
、
今
年
は
８
月
29
日
ま
で
に
７

８
０
ミ
リ
も
降
っ
た
そ
う
で
す
。
）

　
　

ア
ル
・
カ
イ
ー
ル
は
今
回
の
大
洪
水
の
被

災
地
で
ど
の
よ
う
な
支
援
活
動
を
し
て
い
る
の

で
す
か
？

 
 
 

今
回
の
大
洪
水
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
各
州
で

被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
カ
ラ
チ
市
の
あ
る

シ
ン
ド
州
の
内
陸
部
で
は
甚
大
な
被
害
が
出
て

い
ま
す
。
特
に
、
州
北
部
の
サ
ッ
カ
ル
や
ラ
ル

カ
ー
ナ
と
い
う
都
市
は
被
害
の
様
子
が
ニ
ュ
ー

ス
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
、
大
き
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
大

規
模
な
支
援
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
２
０
１
０
年
の
大
洪
水
の
際
に

支
援
し
た
ダ
ド
ゥ
と
い
う
都
市
を
起
点
に
、
周

辺
の
ジ
ョ
イ
、
モ
ロ
、
デ
ィ
グ
リ
ー
、
シ

タ
ー
、
バ
リ
ー
シ
ャ
な
ど
の
被
災
地
を
８
月
末

か
ら
こ
れ
ま
で
３
回
訪
問
し
て
い
ま
す
。
被
災

地
で
は
被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
な

う
と
共
に
、
緊
急
支
援
と
し
て
食
料
（
７
０
０

家
族
分)

や
蚊
帳(

５
０
０
個)

、
テ
ン
ト(

50

張)

な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。
特
に
イ
ン
ド
と

の
国
境
に
近
い
方
面
に
は
非
ム
ス
リ
ム(

パ
キ

ス
タ
ン
で
は
少
数
派
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒

な
ど
イ
ス
ラ
ム
教
徒
以
外
の
人
々)

が
多
く
住

ん
で
お
り
、
そ
の
よ
う
な
地
域
に
は
支
援
が
届

い
て
い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
そ

の
よ
う
な
地
域
で
も
積
極
的
に
支
援
活
動
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 
 

こ
の
よ
う
な
支
援
活
動
で
大
切
な
事
は
何

で
し
ょ
う
か
？

 
 
 

被
災
者
の
人
々
に
し
っ
か
り
と
支
援
が
届

く
事
で
す
。
２
０
１
０
年
の
大
洪
水
で
は
、
被

災
地
の
人
々
と
関
わ
る
際
、
ダ
ド
ゥ
に
住
む
私

の
親
友
ガ
フ
ァ
ル
医
師
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
は
残
念
な
が
ら
今
年
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
彼
の
親
戚
の
サ
ジ
ド
氏

を
含
む
地
元
の
数
名
が
協
力
し
て
く
れ
、
被
災

地
ご
と
に
デ
ー
タ
収
集
な
ど
必
要
な
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

 
 
 

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
被
災
地
の
水
が
引
く

ま
で
に
数
ヶ
月
か
ら
半
年
は
か
か
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
不
衛
生
な
水
に

よ
り
コ
レ
ラ
の
蔓
延
も
心
配
だ
と
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
？

ア
ル
・
カ
イ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
近
況
報
告
① 

～
洪
水
被
災
地
支
援
活
動
～

海
外
事
業
担
当
事
務
局　

依
知
川　

守

　

 

当
面
は
緊
急
支
援
と
し
て
、
特
に
食
料
と

安
全
な
水
が
必
要
で
す
。
ま
た
被
災
地
で
は
蚊

が
大
量
に
発
生
し
て
お
り
、
マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン

グ
熱
な
ど
の
感
染
症
の
広
が
り
へ
の
対
策
と
し

て
、
蚊
帳
や
蚊
取
り
線
香
な
ど
を
届
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
現
在
ア
ル
・
カ
イ
ー
ル
は
医
師

に
呼
び
か
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
編
成

し
て
い
ま
す
。
近
々
彼
ら
と
共
に
現
地
で
の
医

療
支
援
活
動
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　

数
ヶ
月
後
に
水
が
引
い
て
か
ら
は
、
被
災
者

で
あ
る
農
民
の
暮
ら
し
を
継
続
し
て
支
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
大
洪
水
に
よ
り
、
農

民
た
ち
は
家
だ
け
で
な
く
、
作
物
を
育
て
る
土

地
や
家
畜
な
ど
全
て
を
失
い
ま
し
た
。
彼
ら
の

生
活
の
基
盤
を
再
建
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

 

実
は
２
０
１
０
年
の
大
洪
水
の
際
に
農
民
の

家
を
建
て
直
す
支
援
を
行
な
っ
た
の
で
す
が
、

先
日
再
び
彼
ら
の
家
を
訪
問
し
た
ら
、
建
て
直

し
た
15
棟(

１
軒
に
つ
き
２
世
帯
、
合
計
30
世

帯
が
暮
ら
す)

は
全
て
無
事
だ
っ
た
の
で
す
。

家
を
し
っ
か
り
建
て
た
こ
と
と
、
堤
防
に
よ
っ

て
水
の
侵
入
を
防
げ
た
こ
と
が
要
因
で
し
ょ
う

(

写
真
左
下)

。

　

私
た
ち
は
カ
ラ
チ
市
と
い
う
大
都
市
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
が
、
都
市
部
の
人
々
の
暮
ら
し
は

今
回
の
被
災
地
の
よ
う
な
地
域
で
作
ら
れ
る
農

作
物
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
た

ち
は
農
民
が
居
な
け
れ
ば
ロ
ー
テ
ィ
ー(

主
食

の
平
焼
き
パ
ン)

１
枚
す
ら
食
べ
ら
れ
な
い
こ

と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
で
も
農
民
の
暮
ら
し
に
関
心
を
持
ち
、
支
援

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

  

２
０
１
０
年
の
大
洪
水
の
際
に
は
、
ア
ル
・

カ
イ
ー
ル
の
生
徒
た
ち
も
支
援
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
は
ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　
　

今
回
の
被
災
地
支
援
活
動
に
は
、
私
た
ち

の
学
校
の
教
師
や
ス
タ
ッ
フ
、
卒
業
生
な
ど
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
先

日
３
回
目
の
被
災
地
訪
問
で
は
上
級
生
の
男
子

生
徒
が
４
名
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
暑

か
っ
た
の
で
す
が
、
生
徒
達
は
と
て
も
熱
心
に

作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
被
災
地
の
想

像
を
超
え
た
光
景
に
驚
い
て
い
ま
し
た
が
、
今

後
も
自
分
た
ち
に
出
来
る
事
が
あ
れ
ば
是
非
参

加
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
の
大
洪
水
で
生
徒
た
ち
が
支
援

活
動
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
は
と
て

も
重
要
な
体
験
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
の

活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
を
通
し
て
大
切
な
事
を

学
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
現
地
を
直
接
訪
問
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
食
料
配
布
の
た
め
の
袋
詰
め
作
業
に
は
多

く
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
更
に
生
徒
た

ち
は
カ
ラ
チ
市
の
ゴ
ミ
捨
て
場
カ
チ
ラ
ク
ン

デ
ィ
に
あ
る
分
校
も
含
め
、
全
校
で
約
７
万
ル

ピ
ー(

約
４
万
２
５
０
０
円)

の
寄
付
金
を
集
め

て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
は
、
被
災
地
の
学
校
が
再
開

さ
れ
る
時
に
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
現
地
の
子

ど
も
た
ち
に
教
材
を
寄
付
し
た
い
と
い
う
声
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。
学
校
と
し
て
も
、
現
地
の

子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
調
査

し
、
長
期
的
に
は
教
育
支
援
も
視
野
に
入
れ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
大
災
害
に
よ
っ
て
ア
ル
・
カ

イ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
が
受
け
る
影
響
は
あ
り
ま

す
か
？

　
　

こ
の
よ
う
な
大
災
害
で
は
被
災
地
支
援
に

寄
付
金
が
集
ま
る
一
方
で
、
そ
の
他
の
活
動
へ

の
関
心
が
下
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
態
で
も
、
学
校
の
活
動
を
継
続
し

て
支
援
し
て
も
ら
う
た
め
、
協
力
者
の
人
々
に

連
絡
し
、
支
援
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

２３

地元の小地主マクブール氏（左から２人目）と
学校スタッフ 水没して水が引かない集落の周りの畑

カレッジに作った講堂

アッサラーム・アライクム（あなたがたの上に平安がありま

すように）

まず、自己紹介をさせていただきます。私の名前はナルミー

ン・ザイディです。

現在、アル・カイールカレッジの2年生で勉強しています。保

育園からカレッジまで、私はアル・カイールで学びました。

この学校は私にとって家のようなものです。私はカレッジを

卒業した後、自分の技術と能力を磨くためにさらに勉強した

いと思っています。

私の父はエアコンの整備士です。私の両親はいつも私の勉強

をサポートしてくれました。

私は夢を追うために、そして両親を幸せにして私を誇りに感

じてもらえるように、一所懸命勉強して良い大学への進学を

希望しています。

●ブシュラさんに続く後輩たち

アメリカで暮らすパキスタン人医師が作ったNGO「APPNA」は、パキスタ

ンの生活困窮家庭の学生たちに奨学金を提供しています。ムザヒル

校長の古くからの友人も参加しています。今年はアル・カイールカレッ

ジの50人の学生が奨学金を申請し、全員が奨学金を得ました。

学生達は、APPNAのオンライン面接を受ける前に全員が自己紹介の

文章を提出しました。以下の文章は、カレッジ2年のナルミーンさんが

書いた自己紹介文です。

2010年の洪水の際に復興支援で再建した家

堤防により今回の洪水では水の浸入を防げた

ＱＡ

Ｑ

Ａ

被災地支援へ向かう車内
学校スタッフと、上級生の男の子たち（右後ろ4名）

ＱＱ

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＱ

Ａ

Ａ

ＱＡ


